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はじめに、東北地方太平洋沖地震により、亡くなられた方々のご冥福をお祈り 

申し上げますとともに、被災された皆様、企業の方々に心よりお見舞い申し上 

げます。 

また、被災した地域が一日も早く復興されることを心よりお祈り申し上げます。 

北総研におきましても、地域の復興に向けてできるだけのお手伝いをしたいと 

考えております。 

 

「北方かわらばん」は、地方独立行政法人 北海道立総合研究機構 建築研究 

本部 北方建築総合研究所（旧・北海道立北方建築総合研究所）が発行してい 

るメールマガジンです。 

ホームページ等で配信登録された方にお送りしています。 

アドレスを登録した覚えのない方、登録内容の変更、配信停止は【管理者から 

のお知らせ】をご覧ください。このメールアドレスは配信専用のため、返信で 

きませんのでご了承ください。 

 

※ＭＳゴシックなどの等幅フォントでご覧ください。 
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第２０号の内容はこちらです。 

 

■イベントのお知らせ 

 □調査研究発表会（旭川）の開催について 

 

■研究成果活用 「道の想定地震見直しに係る研究成果の反映」 

 

■研究紹介 「木造住宅の床衝撃音」 

 

■最近の研究所の動き 



 □所内研究マネジメントに係る動きについて 

 □建築・住まい・まちづくり関連調査研究普及連携会議を開催しました 

 □博士号を取得した研究者と論文の紹介 

 □発表論文と学会発表 

 □３月の業務報告 

 

■北総研からのお知らせ 

 □４月１日からの新体制について 

 □人事情報 

 □構造計算適合性判定センターから 
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■【調査研究発表会（旭川）の開催について】 

 

 日時：平成２３年５月１８日（水曜日）９：３０～１６：４０（予定） 

 場所：大雪クリスタルホール（旭川市神楽３条７丁目） 

 

旭川での調査研究発表会については先月号のメルマガで日程と場所をお知らせ 

したところですが、今月号ではプログラムについてお知らせします。 

 

今回の発表会が分科会形式で実施させることに伴い、第１会場では「環境」、 

「構法」、「材料」に関する研究課題を２つのセッションで、第２会場では、 

「計画」と「防災」に関する研究課題を３つのセッションに分けて発表します。 

また、今年もヨーロッパ各国での海外調査の結果を発表するほか、平成２２年 

度から５年間で実施する戦略研究の紹介を予定しています。 

 

詳しくは、ホームページにアップロードしていきますのでよろしくお願いしま 

す。 

 

（企画課 伊藤） 
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北海道では、北海道地域防災計画の地震防災計画編の改訂が、平成２３年度に 

予定されています。北海道総務部危機対策局では、北海道の地域特性などを勘 



案した想定地震の見直しを行うため、平成１９年度から４ヵ年にわたり、地震 

火山災害対策本部専門委員会・想定地震見直しに係るワーキンググループを設 

置し、協議・検討を行い、平成２３年３月に検討報告書が提出されました。 

 

北方建築総合研究所では、このワーキンググループに委員として参画し、新想 

定地震の選定、震動予測および被害想定などについて、重点研究「災害に強い 

都市構造形成のための自然災害リスク評価手法の開発（平成２０～２２年度）」 

で得られた研究成果を提供し、協力を行ってきました。 

 

（居住科学Ｇ 高橋） 
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最近、「木造住宅は遮音性能が悪いのは仕方がない」という考えが変わってき 

ました。床衝撃音の対策は、ＲＣ造も木造も床を振動しにくくするために「面 

密度を高める」「剛性を高める」ことが基本です。これらを検証した論文は多 

数有り、教科書にも記述されています。この方法によると、床の重さや剛性を 

２倍にすることにより３ｄＢだけ床衝撃音レベルが低下します。しかし、更に 

３ｄＢ下げるためには最初の４倍、１０ｄＢ下げるには８倍以上の値が必要と 

なります。このため「仕方がない」につながっていました。 

 

首都圏のＲＣ造マンションで普及している床工法があります。乾式遮音二重床 

と呼ばれ品確法の特認でも多数評価されています。マンションで使用すると重 

量床衝撃音レベルはそのままで軽量床衝撃音レベルのみ低減します。しかし、 

スラブとの間に配管ができるなどのメリットがあり普及しています。ＲＣ造で 

は重量床衝撃音対策に効果がないと思われていたこの工法を、木造床に施工し 

測定すると重量床衝撃音の低減効果が見られました。 

 

床衝撃音レベルの評価はＪＩＳの評価等級の曲線に当てはめて行います。木造 

住宅の床に衝撃を与えると、一間半のスパンの場合は波長の関係で６３Ｈｚ帯 

域の音圧が大きくなります。重量床衝撃音のＪＩＳの評価等級はほとんどこの 

６３Ｈｚで決まってしまうため、不利なのです。しかし、主観評価を行ったと 

ころ、この評価方法よりも、人が感じる「うるささ」と相関の高い指標が見つ 

かりました。 

 

いずれもここ数年の我々の研究成果です。これらの成果により「悪いのは仕方 

がない」から「良い」に変わるのにはまだ時間がかかりますが、打開策が見え 

てきました。 

本年度から林産試験場、工業試験場などと共同で重点研究「良質な木造共同住 



宅のためのローコスト高性能遮音工法の開発」を実施し、うるさく感じにくい 

高性能な遮音工法を実用化する予定です。 

 

 

（居住科学Ｇ 廣田） 
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■【所内研究マネジメントに係る動きについて】 

 

北総研では、より適確で効果的な研究とその成果活用を目指して研究マネジメ 

ントを実施していますが、その一環として、今年度終了する研究課題について 

２つの研究検討会をこのほど開催しました。 

 

１）終了課題報告会 （３月３日（木）） 

平成２２年度に終了する外部資金系の研究課題（一般共同研究、公募型研究、 

道受託研究、その他受託研究）２５課題について、研究担当者による発表に続 

いて所内職員と発表者との質疑応答が１課題毎に行われ、職員の『より実効的 

な成果の活用や普及、より質の高い研究展開を図りたい』との思いから、活発 

な意見交換がなされ、研究過程の検証や成果活用の方向性を討議しました。 

 

２）研究課題検討会  （３月８日（火）） 

この検討会は、外部有識者による客観的な評価を取り入れ自主的に研究課題の 

点検評価を実施することにより、研究ニーズに対する迅速・的確な対応、研究 

成果の有効活用、新たな研究課題へのフィードバックなど効率的な研究の推進 

を目的として開催しています。 

今回は、今年度終了する全課題及び一部の中間評価対象課題について、道費に 

よる研究は個別課題ごとに発表と質疑応答を、先の３日に所内個別討議を行っ 

た外部資金系の研究については研究分野ごとに纏めて、研究成果の方向性など 

について討議を行いました。 

今回は、外部有識者として社団法人旭川建設業協会の高理事、東海大学芸術工 

学部建築環境デザイン学科の大野教授に参加していただき、道総研本部及び他 

研究機関もオブザーバーとして参加しました。 

 

各研究課題の発表の後には活発な意見交換が行われ、なかには厳しい意見もあ 

りましたが、貴重なアドバイスとして、今後の研究機能の一層の充実・強化の 

ために生かして行きたいと思います。 

なお上記２つの研究会は所内検討会のため、皆様には５月１８日開催の北総研 

調査研究発表会（旭川）にて研究成果の報告をさせていただきます。 



 

（企画課 小澤・江崎） 

 

■【建築・住まい・まちづくり関連調査研究普及連携会議を開催しました】 

 

３月１１日（金）に札幌市において、建築・住まい・まちづくり関連調査研究 

普及連携会議を開催しました。 

この会議は、建築・住まい・まちづくりに関する研究普及業務について、道総 

研と道の関係各課と連絡調整・協議等により連携を図るための会議であり、今 

年度は７月に引き続き第２回目の開催です。 

この会議では、北総研から今年度の活動状況と来年度の活動計画、道総研の研 

究マネジメントにおける道受託研究の位置づけについて報告をいたしました。 

これに対し、道庁各課からは次年度主要施策、北総研に委託する業務の概要に 

ついて説明があり、北総研の研究普及活動への要望について意見をいただきま 

した。 

特に今回は、総務部危機対策局危機対策課にも参加していただき、これまでも 

意見交換を行ってきた、建設部住宅局建築指導課、同局住宅課、まちづくり局 

都市計画課、同局都市環境課、建築局計画管理課を含めたネットワークを拡大 

できました。 

今後も、このような会議により道行政との密接な関係を持って業務を推進して 

まいります。 

 

（企画課 伊藤） 
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■【博士号を取得した研究者と論文の紹介】 

 

谷口 円 Ｈ２３．３取得 

 

『各種セメントを用いたコンクリートの強度増進性状に及ぼす温度・時間影響 

に関する研究』本研究では，ポルトランドセメントの強度増進の温度依存性を 

鉱物組成に基づいて整理し、等価材齢による幅広い強度範囲のコンクリートの 

強度推定手法を確立しました。また，これまで表すことのできなかった氷点下 

温度でのコンクリートの強度増進を表す手法を検討し、温度・時間関数として 

提案することができました。これらは，様々なセメントを使用するコンクリー 

トでの寒中コンクリート工事の実施や経済性の向上に寄与するものと考えます。 
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■【発表論文と学会発表】 

 

【論文発表】 

□実大模擬壁を用いた戸建住宅用採光断熱壁の昼間の壁面輝度に関する研究 

 北谷幸恵、鈴木大隆、岩田利枝、木原幹夫 

 日本建築学会構造系論文集 第７６巻 第６６１号 Ｐ．２２１－２２８ 

 ２０１１.３ 

 

□北海道の集落の実態分析による地域防災力に関わる評価手法の検討 

 竹内慎一、高橋章弘、南慎一 

 地域安全学会電子ジャーナル（ＨＰ上） 

 

□強度増進の温度依存性に及ぼすセメント鉱物組成の影響 

 谷口円、桂修、佐川孝広、濱幸雄 

 日本建築学会構造系論文集 第７６巻 第６６１号 Ｐ．４４３－４４８ 

 ２０１１．３ 

 

□積雪寒冷地での光触媒塗料のセルフクリーニング性能の持続性に関する研究 

 谷口円、斎藤隆之、桂修、赤沼正信 

 ＦＩＮＥＸ誌 Ｖｏｌ．２３ Ｎｏ．１３５ Ｐ．１－８ 

 ２０１１．３ 

 

【学会発表】 

□粒子追跡法を用いた日射熱取得の解析 

 月館司、村田さやか 

 空気調和・衛生工学会北海道支部第 45回学術講演会 

 ２０１１．３ 
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■【３月の業務報告】 

 

平成２３年３月の受付件数 

 

□依頼試験（担当：性能評価課） 

依頼試験 累計２３６件 

設備使用 累計 ３７件 

性能評価 累計  ６件 

 

□施設見学（担当：企画課） 

件数    ６件（累計 ８３件） 



人数   ３２名（累計８７８名） 

 

□技術相談（担当：企画課） 

件数    ８件（累計１５７件） 

 

※累計は、平成２２年４月～平成２３年３月の累計を表示しています。 
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■４月１日からの新体制について 

 

建築研究本部では、より効率的な研究マネジメントの実施と、性能評価業務の 

独立性をさらに高めるため、今まで、企画調整部にあった性能評価課を総務部 

に移管します。また、防災も含めた安全・安心なまちづくりを推進し、地域マ 

ネジメントの強化が図れるよう、防災担当部門を環境科学部から居住科学部に 

移管します。これに伴い、４月１８日から総務課が１階から２階に、性能評価 

課が２階から１階に移りますが、受付業務は引き続き１階窓口（総務課分室） 

で行います。なお、建築研究本部及び北方建築総合研究所としての研究・業務 

内容は変わりませんので、引き続きよろしくお願いします。 

 

（総務部総務課 今田） 
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■人事情報 

 

◆３月３１日付け退職  

 福井範史 （Ｈ２２年度研究参事） 

 鳥居友一 （Ｈ２２年度環境科学部長） 

 

◆４月１日付け転出   

 岩本睦子 （Ｈ２２年度総務部総務課主任）  

 片山大輔 （Ｈ２２年度環境科学部構法材料Ｇ）  

 佐々木智和（Ｈ２２年度環境科学部構法材料Ｇ）  

 

◆４月１日付け所内の動き  

 鈴木大隆 （環境科学部研究主幹   → 環境科学部長） 



 長谷川雅浩（居住科学部居住科学Ｇ主査→ 居住科学部研究主幹） 

 桂  修 （居住科学部研究主幹   → 環境科学部研究主幹） 

 堤 拓哉 （環境科学部建築環境Ｇ  → 居住科学部居住科学Ｇ主査） 

 高橋章弘 （環境科学部建築環境Ｇ主査→ 居住科学部居住科学Ｇ主査） 

 神田浩規 （総務部総務課      → 企画調整部企画課企画Ｇ） 

 西川実奈子（企画調整部企画課企画Ｇ → 総務部総務課） 

 中藤有希彦（企画調整部性能評価課性能評価Ｇ → 総務部総務課） 

 池田裕雅 （居住科学部居住科学Ｇ  → 環境科学部構法材料Ｇ） 

 竹内慎一 （環境科学部建築環境Ｇ  → 居住科学部居住科学Ｇ） 

 

◆退職・異動者からひとこと 

 

当研究所には平成８年を最初として通算で３回９年間の勤務となり、道職員生 

活の約４分の１の期間在籍いたしました。振り返ると様々なことがあった道職 

員生活でありましたが、良き先輩や仲間に恵まれ有意義な人生であったと感謝 

しております。今後、東日本大震災の復旧から復興に向けた取組みが進められ 

ますが、皆様のご健勝とご活躍を心から祈念いたしております。 

長い間ありがとうございました。 

（平成２２年度研究参事 福井範史） 

 

勤続年数は３４年１０月となります。振り返ってみれば、どれ程役に立てたか 

と思うと恥ずかしい限りですが、多くの人の支えがあって何とかやることがで 

きました。この場を借りて感謝申し上げます。本当にありがとうございました。 

（平成２２年度環境科学部長 鳥居友一） 

 

北方建築総合研究所に勤務して４年が過ぎました。建築における北海道の気候 

に根ざした数々の研究の場であり、気がつけば実用化され、自宅にも取り入れ 

られていたことに気づいた時は驚いた限りです。今回、この研究所を離れるこ 

とになりましたが、研究の成果が一般にもっと普及することを期待しています。 

お世話になりました。 

（平成２２年度総務部総務課 岩本睦子） 

 

４月１日付で北海道建設部建築指導課に異動となりました。 

北総研では４年間、木造構法や施設保全に関する研究を行いました。構造実験 

を通じ、木造の強度を肌で感じたことや施設保全について多くの方と意見交換 

をさせていただいたことは貴重な経験となりました。４年間大変お世話になり、 

ありがとうございました。 

（平成２２年度環境科学部構法材料Ｇ 片山大輔） 

 

様々な研究業務や、依頼試験業務などに携わることができ、貴重な経験をたく 

さんすることができました。北総研、共同研究者、依頼試験の担当者の皆様に 

は、多大なるご指導を賜り御礼申し上げます。４月からは桧山振興局に異動す 



ることになりましたが、ここでの経験を生かして新たな業務を頑張っていきた 

いと思います。今後ともよろしくお願い致します。 

（平成２２年度環境科学部構法材料Ｇ 佐々木智和） 

 

この４週間ほど、低炭素化、快適、豊かさ、安心・安全な暮らしの実現に向け 

、これまで取り組んできた方向のあり方をもう一度総点検しなくてはならない 

と感じています。新年度より環境科学部長という立場で、これからの社会に必 

要なもの、今、社会が必要としているものに、これまで以上に積極的に取り組 

んでいきたいと考えておりますので、今後ともよろしくお願いいたします。 

（環境科学部長 鈴木大隆） 

 

北総研で計画分野をになう居住科学部では新年度からは防災分野も分掌するこ 

とになりました。これまで居住科学部で住宅に関する研究に関わってきました 

が、これからは研究主幹という立場で皆さまにお世話になりますのでよろしく 

お願いいたします。 

（居住科学部居住科学Ｇ研究主幹 長谷川雅浩） 

 

環境Ｇの研究主幹となりました。未曾有の国難とも言うべき大災害があり、い 

ろんな意味で「エネルギー」がキーワードになると思います。組織が変わって 

少数精鋭となった環境Ｇですが、時代を見据えて考えていきたいと思います。 

（環境科学部環境Ｇ研究主幹 桂修） 

 

この度、１０年を過ごした環境科学部から居住科学部に異動になりました。こ 

れまで同様、「雪」をキーワードに分野横断型の研究を進め、新しい領域にチ 

ャレンジして行きたいと考えております。今後ともよろしくお願いします。 

（居住科学部居住科学Ｇ主査（雪・くらしデザイン） 堤拓哉） 

 

１３年振りに環境科学部から居住科学部へ所内異動しました。東日本大震災の 

発生により、防災・まちづくり研究の重要度が増しており、社会ニーズを考え 

ながら研究に取り組みたいと思っています。また、昨年度と同様に、被災建築 

物応急危険度判定訓練等で全道各地にお伺いし、皆様方にご協力をお願いする 

場面もあるかと思いますが、よろしくお願いします。 

（居住科学部居住科学Ｇ主査（地域防災） 高橋章弘） 

 

４月１日付けで総務課から企画課へ異動となりました。今まで行っていた業務 

と大きく内容が変わるので、業務内容に理解を深めて北方建築総合研究所を利 

用していただく方々に解りやすい情報を発信して行けるよう頑張りたいと思い 

ます。 

（企画調整部企画課企画Ｇ 神田浩規） 

 

普及業務に携わって４年間、研究所施設公開の立ち上げ、海外調査、意見交換 

会など、事務屋ではなかなか経験できないような数多くのプロジェクトに関わ 



ることができました。研究所を各方面から支えていただいている方々に感謝申 

し上げますとともに、今後ともご指導の程よろしくお願い申し上げます。 

（総務部総務課 西川実奈子） 

 

この度、４月１日付けで総務課へ所内異動することになりました。評価課とし 

て試験の受付を２年間担当し、貴重な経験をさせていただきました。各方面の 

方々からいろいろと力を貸していただき、感謝しております。４月からは新た 

な形でみなさまの力になれればと思っておりますので、よろしくお願いします。 

（総務部総務課 中藤有希彦） 

 

研究所に来て２年間、「住生活」という住まいの計画から生活に渡るまでの幅 

広い範囲について、調査・研究をさせて頂きました。微力ながらも、北海道の 

住宅の居住環境向上に繋がる研究に携われたことを光栄に思っております。 

４月から新しい業務に変わっても頑張ります。 

（環境科学部構法材料Ｇ 池田裕雅） 

 

研究所内での部間異動は今回で３回目、初めて居住科学部への異動となりまし 

た。研究課題として住宅・建築物耐震化の促進による被害軽減や応急危険度判 

定の広域支援などの行政的な課題、津波発生時の避難対応・道内の集落に関わ 

る孤立や防災力に関わる地域防災の課題など取り組んで来ており、東日本大震 

災の発生により、一層地域防災の観点からまちづくりなどを含めた課題に取り 

組みたいと思っていますのでよろしくお願い致します。 

（居住科学部居住科学Ｇ 竹内慎一） 

 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

■【構造計算適合性判定センターから】 

  

□３月の判定業務 

受付   ３９件（５４棟） 

結果通知 ３５件（４２棟） 

  

３月の判定依頼は、共同住宅７件、工場６件、店舗６件、学校５件の他、福祉 

施設、倉庫、病院等でした。 

 

総判定日数（受付から結果通知までの期間）の平均は３４．８日、実判定日数 

（設計者の修正期間を除く実際の審査期間）の平均は８．９日でした。 

 

平成２２年度全体では、受付件数４２１件（５４９棟）、通知件数４０８件（ 

５３２棟）でした。 

 



先日の東北地方における大地震による津波がもたらした多大な被害には、報道 

を見るたびに心が痛みます。調査が進むにつれ、建物の地震被害も次第に明ら 

かとなり、耐震性や外装の脱落防止等、あらためて適切な構造設計や施工の大 

切さとともに、設計、建築確認、適合性判定がそれぞれの立場で北海道の建物 

の安全安心を担っていることを強く感じました。 

  

（構造判定Ｇ 十河） 

 

 

※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※※ 

 

【編集後記】  

 

４月１日に新規採用、転出入などの人事異動があり、新しい体制で創業２年目 

をスタートしました。特に研究では、地域防災と地域計画を一体で取り組める 

よう組織機構を見直し、地域マネジメントを強化しました。 

東日本大震災でも、これからの住まいやまちづくりにおいてエネルギー問題へ 

の対応や地域防災対策、地域計画など多くの取り組むべき課題が見えつつあり 

ます。 

 

これからも関係機関と協力しながら安心して暮らせる地域づくりに向けて取り 

組んでいきたいと思いますので、ご支援、ご協力をお願い申し上げます。 

 

（企画課 古屋） 

 

 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

   管理者からのお知らせ 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

アドレスを登録した覚えのない方は、お手数ですが下記の各種お問い合わせ専 

用アドレス宛てにメールにてお知らせください。 

登録内容の変更や配信停止は、下記のアドレスをクリックしていただき、ホー 

ムページ上で手続きを行ってください。クリックしても正しく表示されない場 

合は、アドレスをコピーしてブラウザに貼り付けてご利用ください。 

メールアドレスの変更、配信停止の手続きを行ったにもかかわらず、行き違い 

により配信される場合がございますので、ご了承ください。 

 

■購読申込・変更・配信停止はこちら 

 http://www.nrb.hro.or.jp/provide/sendmail_newsletter.html 

変更・配信停止の場合は、ご意見、ご質問欄に「変更」または「配信停止」と 

記載してください。 



 

■各種お問い合わせメールフォーム 

 http://www.nrb.hro.or.jp/sendmail.html 

 

ご登録いただいた情報は、メールマガジンの配信及びイベント情報の配信を目 

的として利用し、それ以外の目的に使用することはありません。 

 

─────────────────────────────────── 発行：（地独）北海道立総合研究機構 建築研究本部 北方建築総合研究所 


